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俳

諧

師

哺

山

―
―
啓
蒙
家
の
両
義
性
に
つ
い
て
―
―

哺
山
。
三
宅
氏
。
名
は
芳
隆
。
字
は
之
元

（『
平
安
人
物
志
』
な
ど
に
は
文
中
と

い
う
）
。
別
号
、
葎
亭

。
橘
斎

。
治
浪
居
。
京
都
の
人
。
漢
詩
を
恵
訓
に
学
び
、

ま
た
中
国
白
話
も
よ
く
し
た
。
青
蓮
院
の
侍
講
を
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
俳
諧
は
巴
人
の
弟
子
宋
屋
の
間
に
学
ぶ
。
多
数
の
編
著
作
が
あ
る
が
、
な

か
で
も

『俳
諾
古
選
』
（宝
暦
十
三
年
刊
）
は
古
俳
人
の
再
評
価
を
促
し
た
も
の

と
し
て
著
名
で
あ
り
、
『俳
譜
新
選
』
（安
永
二
年
刊
）
と
な
ら
ん
で
、
い
わ
ゆ

る
中
興
俳
諸
運
動
の
基
盤
を
作

っ
た
と
い
う
意
味
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

享
保
三
年

（
一
七

一
八
）
生
れ
、
享
和
元
年

（
一
八
〇

こ

没
。
享
年
八
十
四

歳
。

一

哺
山
は
典
型
的
な
俳
諧
師
で
あ

っ
た
。

そ
の
哺
山
の
文
学
活
動
に
は
四
つ
の
要
点
が
あ

っ
た
。

（
一
）

漢
学
者
と
し
て

（
二
）

俳
諾
作
者
と
し
て

（三
）

批
評
家
ま
た
中
興
俳
諸
の
先
駆
者
と
し
て

（
四
）

秀
吟
集
の
選
者
と
し
て

俳
諸
師
で
あ
る
か
ぎ
り
、
公
じ
の

「俳
諸
作
者
と
し
て
」
の
活
動
は
い
わ
ず

藤

田

真

も
が
な
で
あ
る
。
彼
自
身
の
発
句
集
で
あ
る

『葎
亭
句
集
』
（享
和
元
年
刊
）
に

は
二
千
句
以
上
の
多
き
に
の
ぼ
る
発
句
を
収
録
す
る
。
し
か
し
そ
の
量
の
多
さ

と
は
裏
腹
に
、
中
興
期
俳
人
の
な
か
に
あ

っ
て
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。
豊
か
な
鑑
賞
眼
あ
る
い
は
鋭
敏
な
批
評
精
神
の
持
ち
主
で
あ

る
こ
と
と
す
ぐ
れ
た
実
作
者
で
あ
り
う
る
こ
と
と
は
別
物
で
あ
る
と
い
う
、
古

く
て
新
し
い

（
つ
ま
り
陳
腐
な
）
議
論
を
蒸
し
返
す
つ
も
り
は
な
い
。
本
稿
の

目
的
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
以
後
嘩
山
の
実
作
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い

こ
と
と
す
る
。

そ
こ
で
は
じ
め
に
も
ど

っ
て
、
盆

）
の

「
漢
学
者
と
し
て
」
の
哺
山
の
あ
り

よ
う
か
ら
み
て
ゆ
く
。
漢
詩
を
恵
訓
に
学
び
、
ま
た
芥
川
丹
丘
や
石
川
麟
洲
ら

と
も
親
し
か
っ
た
と
い
う
。
「平
安
人
物
志
」
（天
明
二
年
版
）
に
は

「学
者
」

の
頃
に

（「俳
諧
師
」
の
項
に
で
な
く
）
記
載
さ
れ
、
彼
の
没
後
建
立
さ
れ
た
碑

銘
に
は

「居

ハ常
二議
二経
論
史
ヽ
諄
々

テ
不
レ倦
」
と
し
る
す
。
ま
た
江
村
北
海

編

『
日
本
詩
選
』
（安
永
三
年
刊
）
に
四
首
入
集
す
る
の
で
知
れ
る
よ
う
に
、
漢

詩
人
と
し
て
も
名
が
聞
こ
え
る
。
漢
詩
は

『囁
山
詩
集
』
全
十
巻

（写
本
）
に

よ
っ
て
そ
の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他

『
通
俗
酔
菩
提
全
伝
ヽ
通

俗
女
仙
伝
』
な
ど
中
国
白
話
小
説
の
訳
書
を
も
残
す
。
彼
は
大
坂
懐
徳
堂
の
三

宅
石
庵
そ
し
て
そ
の
弟
観
瀾
と
同
族
の
家
柄
で
あ

っ
た
と
も
い
わ
れ
る
（碑
銘
）
。



次
に

（
三
）
の

「批
評
家
ま
た
俳
諸
中
興
の
先
駆
者
と
し
て
」
の
哺
山
に
つ

い
て
。
哺
山
が
今
日
、
ま
た
歴
史
的
に
高
く
評
価
さ
れ
る
の
は
こ
の
点
に
お
い

て
で
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
だ
ろ
う
。
「俳
諸
古
選
』

（以
下

『古
選
』
と
略
称
す
る
）
は
芭
蕉
な
ど
元
禄
俳
人
を
中
心
と
す
る
古
俳

諾
の
再
認
識
を
促
し
た
点
に
お
い
て
、
『
平
安
廿
歌
仙
』
（明
和
六
年
刊
）
は
連

旬
に
つ
い
て
復
古
的
新
風
を
実
践
し
た
点
に
お
い
て
、
そ
し
て

『俳
諸
新
選
』

（以
下

『新
選
』
と
略
称
す
る
）
は
、
『古
選
』
に
対
し
て
、
新
し
い
発
句
の
あ

り
方
を
示
そ
う
と
し
た
点
に
お
い
て
、
以
後
の
俳
諧
の
中
興
運
動
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
古
き
に
帰
る

こ
と
に
よ
っ
て
憂
う
べ
き
現
状
を
打
破
し
新
風
を
起
こ
そ
う
と
日
論
だ
こ
と
で

あ
る
。
『新
選
』
の
序
文
に
、
哺
山
自
身
が
、
集
中
に

「古
調
に
ち
か
き
」
句
の

あ
る
こ
と
を
賞
賛
し
、
「今
に
し
て
古
き
に
復
ら
ず
は
、
は
た
い
づ
れ
の
時
を
か

ま
た
ん
」
と
高
ら
か
に
述
べ
る
よ
う
に
、
復
古
で
あ
る
こ
と
が

『新
選
』
の
「新

選
」
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
中
興
運
動
は
内
包
し
て
い

た
。
そ
う
い
う
中
興
運
動
の
推
進
に
、
嗜
山
の
一
連
の
編
著
作
が
果
し
た
役
割

は
小
さ
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
文
学
思
潮
は
も
ち
ろ
ん
俳
諾
独
自
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
詩

作
に
当

っ
て
の
範
を
唐
詩
に
求
め
、

『唐
詩
選
』
を
賞
揚
し
た
護
園
学
派
の
文

学
思
潮
が
俳
譜
の
思
想
に
影
を
落
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
「古
選
』

の
出
版
と
成
功
が
、
服
部
南
郭
に
よ
っ
て
和
刻
さ
れ
た

『唐
詩
選
』
の
体
裁
や

そ
の
流
行
に
負

っ
て
い
る
面
が
多
大
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
田
中
道
雄
氏
に

よ
っ
て
詳
細
に
立
証
さ
れ
て
い
る

（弓
俳
譜
古
選
』
の
成
立
」

。
「近
世
文
学

作
家
と
作
品
』
〈
一
九
七
三
年
〉
所
収
）
。

哺
山
が

『
唐
詩
選
』
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
別
の
証
拠
が
あ
る
。
「哺

山
詩
集
』
巻
八
に
は
五
言
律
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
の

「送
桂

融
」
と
題
す
る
詩
に
は

「以
下
依
唐
詩
題
擬
作
」
と
注
記
が
あ
る
。
そ
し
て
以

下

『唐
詩
選
』
巻
三

「
五
言
律
詩
」
か
ら
二
十
四
の
題
を
借
り
て
き
て
、
そ
の

題
の
も
と
に
三
十
五
首
の
漢
詩
を
掲
載
す
る
。
た
と
え
ば
、

（返
り
点

・
送
り
仮
名
等
は
私
に
付
し
た
）
。

は
、
『唐
詩
選
』
の
社
審
言
の
詩
、

蓬
　
薬
　
一二
　
殿
二
侍

テ̈宴
二
奉
”
テ
勅
ヲ
味
一
終
　
南
　
山
一フ

北

斗

桂
二
城

辺
一
　

　

南

山

椅
二
殿

前
一

雲

標

金

閥

週

二
　

　

樹

秒

玉

堂

懸

半

嶺

通
二
佳

気
一
　

　

中

峯

続
一
瑞

姻
一

小
　
臣
　
持

テ
献
レ
寿
　
　
　
　
　
長
　
雌
二
難
〓
ク尭
　
天
一

に
依

っ
て
作
す
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

『
唐
詩
選
』
に
対
す
る
親

実
が

『古
選
』
を
生
み
出
す
源
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
哺
山
は

『唐
詩
選
』

中
の
詩
に
擬
し
て
詩
作
し
た
だ
け
で
な
く
、
「唐
詩
選
』
の
本
そ
の
も
の
に
擬
し

て
俳
諧
書
を
作

っ
た
、
そ
れ
が

『
古
選
』
で
あ

っ
た
。

哺
山
の
、
俳
諾
史
に
与
え
た
最
大
の
功
績
と
評
さ
れ
る

『古
選
』
は
、
俳
諧

師
囁
山
が
自
己
の
漢
学
の
素
養
を
見
事
に
生
か
し
た
傑
作
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

二

以
上
述
べ
た
よ
う
な
哺
山
の
姿
は
既
知
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
嗜
山
に
対
す

る
評
価
も
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
俳
諮
師
と
し
て
の
哺
山
に
は

侍 雲 乾 葱

臣 接 坤 鬱 蓬

恩 蓬 2ォ  薬
沢 末 節 山 三

渥ち麗 序 色 殿

侍

宴

学グ
気 日 遥ォ堅メ

蓋 通 月 臨 終

祝 仙 定 北 南

寧 掌 陰 斗 山

乎 清 晴 城



表

↑
」
の
表
は
永
井
氏
稿

「中
興
期
上
方
の
奉
納
四
季
発
句
秀
吟
集
」
中
の
表
を
も
と
に
新
た
に
数
点
追
加
し
て
作
成
し
た
。）

〔俳
諾
新
選
発
句
集
〕

〔俳
諸
悟
り
の
道
〕

〔玉
川
句
集
四
篇
〕

俳
譜
ふ
た
つ
て
ん

1疵 肝

俳
譜
玉
第
集

七
　
化

美
津
星

〔花
の
春
〕

〔七
　
晃
〕

は
な
筏

を

の
ゝ
ち
ぐ
さ

三
綱
柏

〔梓
躙
奉
納
集
〕

俳
諸
亀
背

奎
盲

名

蒜
翻
撰
円
並
発
句
集

花
の
杖

か
れ
董

井
出
の
玉
川

一花
角
抵

幾
太
佐
可
那

櫛^
句
蔵
の
錦

（不
明
）

文
政
元
年
序

文
化
六
年
序

文
化
五
年
序

文
化
四
年
序

享
和
三
年
奥

寛
政
十
二
年
奥

寛
政
十
二
年
序

寛
政
十
二
年
以
前
）

寛
政
九
年
序

寛
政
六
年
序

寛
政
六
年
序

寛
政
五
年
序

寛
政
三
年
序

寛
政
元
年
序

天
明
八
年
奥

天
明
六
年
序

天
明
六
年
序

安
永
六
年
跛

安
永
四
年
序

年

記

五
斗
ら

丹
波
清
田
寸
長

李

流

伏
見
魯
村

・
古
洞

伏
見
社
友

哺
山
門
社
友

伏
見
幾
行

嵯
峨
魯
哉

若
狭
希
竜

。
一
和

摂
州
小
野
青
牛

讃
岐
駕
竜

哺
山
近
江
止
角
ら

兵
庫
水
翁

発

企

哺
山

・
寄
節

多
数
李
流
ら
九
名

斗

雪

哺
山

。
李
流

斗

雪

李

流

噛

　
山

嗜

　
山

縣
山

・
寸
砂

。
魯
静

縣
山

ｏ
開
更
ら
八
タ

斗

雪

嘩

山

哺

　
山

哺
　
山

哺
・
山

哺
山

。
青
羅

古
行

・
哺
山

。
二

哺
　
山

嗜

　
山

哺

　

山
選

者

洛
中
の
諸
社
寺

摂
州
勝
尾
寺

洛
二
天
尊

（哺
山
追
悼
）

稲
荷
明
神
五
社

鳥
辺
山

深
草
七
面
官

松
尾
大
明
神

十
八
社

石
清
尾
ｏ中
黒
ｏ円
亀
三
桐

鳥
羽
実
相
寺

辛
崎
布
留
両
社

生
田
神
社

奉

納

先

三
千

一
万
一
万
三
千
余

（不
明
）

七
千
余

五
千
三
百
余

二
千
一
万
三
千
余

七
千
一
万
四
千
余

六
千
五
千
一
万
二
万
一
万
一
万
三
千
余

寄

句

数

二
百
七
十

四
百
余

六
百
十

千
二
百

四
百
余

六
百
五
百
六
百
五
十

三
百
五
十

七
百
額
上
百
余

三
百
三
百
十

六
百
五
十

千
五
百

六
百
三
十

五
百 選

句

数

秀
吟
集
の
合
綴

月
並
奉
額
集
写
本

孵
引
ラ
２
コ
有
′
ョ
右
４

月
並
句
合
集

親
政
元
２
五
年
月
並
句
合

評
註
あ
り

評
註
あ
り

評
註
あ
り

面
の
九
屋
再
興
記
念

備

考

31



も
う

一
つ
の
側
面
が
あ

っ
た
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が

（
四
）

の

「秀
吟
集
の
選
者
と
し
て
」
の
哺
山
で
あ
る
。

管
見
に
は
い
っ
た
も
の
で
、
哺
山
お
よ
び
そ
の
問
流
が
か
か
わ

っ
た
選
句
集

は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
永
井

一
彰
氏
稿

「中
興
期
上
方
の
奉
納
四
季
発
句

秀
吟
集
」
貧
奈
良
大
学
紀
要
』
第
十

一
号

一
九
八
二
年
十
二
月
）
に
従
う
な
ら

ば
、
こ
れ
ら
の
選
句
集
は

「
四
季
奉
納
発
句
秀
吟
集
」
と
呼
ぶ
の
が
適
当
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
奉
納
さ
れ
た
も
の
に
限
定
し
な
い
の
で
、

以
下

「秀
吟
集
」
と

一
括
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

嚇
山

一
門
の
奉
納
発
句
秀
吟
集
は
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
の
『俳
譜
亀
背
』

を
も

っ
て
哨
矢
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
『
幾
太
佐
可
那
』
の
序
文
に

「
い
お
じ
安

永
の
は
じ
め
、
清
浪
居
の
間
に
入
し
と
き
、
兵
庫
の
水
翁

一
万
の
ほ
句
寄
を
催

し
、
た
だ
ち
に
一
万
二
千
を
得
た
る
。
そ
れ
よ
り
処
々
に
て
」
奉
納
句
集
が
は

や
っ
た
と
述
べ
る
の
に
従
う
な
ら
、
こ
の
兵
庫
の
発
句
寄
た
る

『亀
背
』
こ
そ

最
初
の
奉
納
句
集
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
別
の
形
の
秀
吟
集
で
あ
る
月

並
句
合
は
、
『俳
諸
玉
第
集
』
（寛
政
十
二
年
刊
）
の
哺
山
序
文
に
よ
る
と
、
「
四

十
余
年
前
月
次
ほ
く
集
を
始
し
よ
り
幾
度
か
小
冊
成
し
」
と
あ

っ
て
、
宝
暦
年

間
に
ま
で
遡
る
よ
う
で
あ
る
が
、
現
存
を
確
め
え
な
い
。

永
井
氏
は
前
掲
論
文
の
な
か
で
、
「安
永
に
入

っ
て
（大
坂
の
）
五
流
斎

一
門

の
奉
納
句
合
が
隆
盛
に
向
か
お
う
と
す
る
頃
、
京
都
で
そ
れ
に
倣

っ
た
句
合
を

催
し
秀
吟
集
を
出
し
た
の
が
治
浪
居
三
宅
哺
山
で
あ
る
」
と
説
く
。
は
た
し
て
、

大
坂
の
五
流
斎
布
門
ら
の
は
じ
め
た
句
合
の
流
行
に
京
都
の
嘩
山
が
の
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
か
。
大
磁
義
雄
氏
が
世
に
紹
介
し
た

『
岡
崎
日
記
』

（宝
暦
八

年
間
書
、
明
和
元
年
写
）
と
い
う
本
に
、
「
四
十
年
来
此
か
た
俳
諸
は
や
め
つ
れ

ど
も
、
そ
こ
餐
に
て
も
人
の
句
は
離
お
ょ
び
ふ
れ
、
あ
る
は
神、
社、
仏、
閣、
な、
ど、
に、

奉
納
の
句
な
ど
見
及
侍
る
に
…
。こ

と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
京
都
で
も
宝
暦
期

以
前
か
ら
奉
納
秀
吟
集
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
俳
人
と
し
て

も
名
の
聞
え
る
神
沢
杜
口
の

『翁
草
』
に
も
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

前
句
付

。
笠
附
等
に
少
々
の
賞
を
出
す
事
は
制
外
故
、
享
保
の
末
頃
迄
は

所
々
奉
納
の
絵
馬
に
比
類
多
く
難
に
し
が
、
い
つ
し
か
雌
福
止
て
、
今
に

於
て
は
絶
た
り
。
な
べ
て
世
の
風
俗
、
権
令
を
も
て
制
止
あ
る
事
は
実
に

心
服
せ
ず
。
お
の
づ
か
ら
廃
す
る
事
は
再
び
せ
ざ
る
の
理
な
り
。
今
は
発

句、
寄、
を
し
て
絵、
馬、
に、
上、
れ、
ど
も
、
博
突
の
類
に
は
あ
ら
ず
。

前
句
付
な
ど
に
賞
を
出
す
こ
と
が
ま
っ
た
く

「制
外
」
で
あ

っ
た
と
い
う
は
必

ず
し
も
正
確
で
は
な
い
が
、
本
稿
の
主
題
に
抵
触
し
な
い
の
で
追
求
し
な
い
。

こ
こ
に
い
う

「絵
馬
に
上
」
げ
る
発
句
寄
と
い
う
の
が
、
ま
さ
し
く
奉
納
句
合

を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
が
な
い
。
こ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

以
前
は
俳
諸
が
付
合
の
文
芸
で
あ
る
こ
と
の
余
影
を
曲
り
な
り
に
も
残
し
て
い

た
前
句
付
な
ど
の
奉
納
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
近
年
は
発
句
の
み
の
掲
額
が
流

行
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
哺
山
ら
の
秀
吟
集
の
大
部
分
が

ま
さ
に
そ
う
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
奉
納
秀
吟
集
は
、
大
坂

で
の
流
行
が
京
に
移
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
京
都
に
お
け
る

繁
盛
の
な
か
で
、
哺
山
ら
も
秀
吟
集
を
次
々
と
企
画
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
選
句
者
と
し
て
の
喘
山
の
側
面
が
今
ま
で

（近
代
の
研
究
史
上
）
完
全

に
無
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
無
視
す
る
に
は
多
す
ぎ
る
秀
吟

集
の
数
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
対
す
る
評
価
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

哺
山
は
や
は
り
旧
来
の
点
業
家
に
名
を
列
し
て
、
死
ぬ
頃
ま
で
、
神
沢
杜

口
門
の
中
西
牛
行
や
岡
田

（望
月
）
文
誰
門
の
高
城
都
雀
や
自
門
の
佐
々

木
閑
空

・
木
村

一
鳳

・
入
江
斗
雪
等
と
集
句
の
選
に
従

っ
て
い
た
。
哺
山

の
最
も
高
揚
し
た
の
は

『
古
選
』
時
代
で
あ
る
。
不
轟
不
拘
と
唱
へ
つ
ゝ

も
、
因
襲
が
や
は
り
彼
を
拘
束
す
る
こ
と
を
避
け
得
な
い
の
で
あ

っ
た
。



し
か
し
、
因
襲
の
裡
に
捉
へ
ら
れ
ざ
る
或
物
が
あ

っ
た
た
め
彼
及
び
彼
の

一
派
は
、
京
洛
点
者
間
に
輝
か
し
い
存
在
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（石
田
元
季

「哺
山

。
蝶
夢

。
無
腸
」
『俳
句

講
座
』
改
造
社
版
　
一
九
三
三
年
初
出
）

こ
こ
で
は

『古
選
』
の
哺
山
と
点
業
家
嘩
山
と
は
、
そ
の
評
価
の
正
負
が
逆

転
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
時
代
の
一
つ
の
見
方
で
は
あ

っ
た
。
「
旧
来
の
点
業
家
に

名
を
列
し
て
」
い
た
こ
と
が
非
難
の
対
象
に
な
る
な
ら
ば
、
非
難
の
矛
先
は
哺

山
に
の
み
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
。
蕪
村
―
―
中
興
俳
諸
の
最
大
の
成
果
で

あ
り
、
近
代
の
俳
諸
研
究
や
俳
句
実
作
に
と

っ
て
、
芭
蕉
と
並
ん
で
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
あ

っ
た
―
―
に
も
向
け
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

蕪
村
が

「集
句
の
選
に
従

っ
て
い
た
」
証
拠
は
少
く
な
い
。
吉
田
南
畝
と
共

に
選
を
し
た

『俳
諸
関
の
と
び
ら
』
（安
永
十
＝
天
明
元
年
刊
）
は
彼
の
現
存
す

る
唯

一
の
秀
吟
集
で
あ
り
、
永
井
氏
に
よ
る
と
、
蕪
村
没
後

一
年
天
明
四
年
に

出
た
百
池
編
の

『
花
の
ち
か
ら
』
も
本
来
月
並
句
合
と
し
て
蕪
村
の
選
を
仰
ぐ

は
ず
の
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う

（「夜
半
亭
月
並
句
合
貧

と
、
『滋
賀
大
国
文
』

十
八
号

一
九
八
〇
年
）
。
　
ま
た

一
昨
年

一
九
八
二
年
大
阪
市
立
博
物
館
で
開
催

さ
れ
た

「
三
都
の
俳
諾
」
展
に
出
品
さ
れ
た

「奉
納
妙
見
宮
絵
入
額
上
」
と
題

す
る
募
句
ち
ら
し

（天
明
三
年
）
は
、
兵
庫
の
鉄
拐
と
大
坂
の
吾
立
そ
し
て
蕪

村
、
こ
の
三
名
共
選
に
よ
る
奉
納
秀
吟
集
の
企
画
で
あ

っ
た
。
そ
の
他
蕪
村
の

書
簡
に
、
「此
度
二
千
集
相
下
申
候
」
（安
永
七
年
七
月
五
日
付
来
屯
宛
）
、
「観

音
堂
御
奉
納
御
所
願
二
付
…
…
」
（年
次
不
明
五
月
二
十

一
日
付
東
瓦
宛
）
、
「奉

納
句
合
愚
考
之
儀
」
（年
次
不
明
十
月
三
日
付
白
桃
宛
）な
ど
、
蕪
村
の
選
句
を

う
か
が
わ
せ
る
文
言
が
散
見
で
き
る
。
蕪
村
の
後
継
者
で
あ
る
几
董
も
同
様
で
、

天
明
四
々
七
年
の
几
董
判
月
並
句
合
集
が
現
存
す
る
。

集
句
の
選
に
従
事
し
て
い
た
の
は
哺
山
た
ち
ば
か
り
で
な
か
っ
た
。
夜
半
亭

一
門
の
人
た
ち
も
か
か
わ

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
蕪
村
が
孤
高
の
俳
人
で
あ

っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
哺
山
も
蕪
村
も
大
し
た
違
い
は
な
い
。

点
業
家
で
あ
る
こ
と
が
、
蕪
村
の
価
値
を
落
し
め
る
事
柄
で
も
な
く
、
嘩
山
の

業
績
に
水
を
さ
す
問
題
で
も
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
立
机
し
て
俳
諾
師
と
な

っ
た

以
上
、
俳
諾
師
と
し
て
当
然
の
一
つ
の
仕
事
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
こ
う
い
う
点
者
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
哺
山
に
あ

っ
て
は
、
ど
の

よ
う
に
位
置
付
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

三

『
古
選
』
が
好
評
で
あ

っ
た
理
由
は
、
句
の
選
択
が
秀
逸
で
あ

っ
た
こ
と
と

同
時
に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
挿
入
さ
れ
た
漢
文
の
短
評
が
鮮
か
で
あ

っ
た
こ
と

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
田
中
道
雄
氏
の
研
究

（前
掲

「『俳
諸
古
選
』
の
成

立
し
に
よ
る
と
、
嘩
山
が
そ
の
短
評
を
付
す
際
の
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
は
、
当

時

『唐
詩
選
』
の
別
本
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
た

『
唐
詩
選
註
』
あ
る
い
は

『唐
詩
訓
解
』
で
あ

っ
た
。　
さ
ら
に

『古
選
』
と

『唐
詩
訓
解
』
の
評
註
か
ら

特
徴
的
な
評
語
を
抽
出
し
て
比
較
し
た
結
果
、
一
奎
日
の
用
語
は
類
似
し
た
傾
向

を
も
ち
、

「
両
書
の
批
評
態
度
は
き
わ
め
て
相
似
た
も
の
と
見
倣
す
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
。

哺
山
の
か
か
わ

っ
た
秀
吟
集
の
う
ち
、
『
幾
太
佐
可
那
』
『
は
な
筏
』
『
七
晃
』

の
三
点
に
は

『
古
選
』
と
同
様
の
短
評
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
寛
政
元
年
か

ら
六
年
に
か
け
て
に
集
中
し
て
い
る
の
に
は
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
序
跛
等
に
短
評
に
関
す
る
こ
と
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
わ

か
ら
な
い
。
各
書
、
各
巻
の
巻
頭

。
第
二

（『
七
晃
』
に
は
三
番
目
ま
で
）
お
よ

び
巻
軸
の
句
―
―
高
点
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
句
で
あ
ろ
う
―
―
に
評
註
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
評
註
の
数
は
、
『幾
太
佐
可
那
』
全
十
巻
で
三
十
、
『
は
な
筏
』



全
十
四
巻
で
四
十

（第

一
巻
は
巻
軸
の
み
）
、
『七
晃
』
は
全
七
巻
で
二
十
八
、

計
九
十
八
で
あ
る
。　
表
記
の
仕
方
は
、
『幾
太
佐
可
那
』
の
評
は
す
べ
て
漢
文

で
あ
る
が
、
『
は
な
筏
』
と

『
七
晃
』

に
は
漢
文
評
の
ほ
か
に
和
文
評
も
ま
じ

る
（大
部
分
は
漢
文
評
で
あ
る
）
。

そ
こ
で
、
日
中
氏
の
額
に
な
ら
つ
て
、
こ
の
三
つ
の
秀
吟
集
の
評
註
か
ら
用

語
を
抽
出
し
て
み
よ
う

（た
だ
し
こ
こ
で
は
、
用
例
が

『古
選
』
と
の
比
較
に

適
当
な
数
に
達
し
な
い
の
で
、
あ
る
一
語
を
含
む
熟
語
は
そ
の
一
語
の
項
目
へ
、

た
と
え
ば

「迫
真
」
は

「真
」
の
項
目
へ
、
参
入
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

『古

選
』
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
日
中
氏
の
算
出
に
基
づ
い
て
集
計
す
る
）
。

〔幾
太
佐
可
那
〕

佳
５
　
平
３
　
カ
２
　
工
２
　
奇
２
　
麗
２
　
妙
１

真
１
　
雅
１
　
和
１
　
実
情
１
　
等

〔は
な
筏
〕

妙
５
　
佳
２
　
実
情
２
　
新
１
　
真
１
　
雅
１
　
一員
１
　
興
１

温
１
　
等

〔七
晃
〕

新
２
　
カ
ー
　
佳
１
　
真
１
　
エ
ー
　
興
１
　
実
１
　
等

〔古
選
〕

妙
３２
　
一局
２２
　
雅
２２
　
奇
（新

・
異
）
２３
　
平
（温

。
和
）
２３
　
真
１０

工
９
　
佳
９
　
等

田
中
氏
が
選
定
し
た
評
語
の
数
は
、
「古
選
』
に
お
い
て
三
百
四
十
五
語
で
あ

っ
た
。
三
つ
の
秀
吟
集
に
見
ら
れ
る
評
語
の
数
は
、
そ
の
傾
向
を

『
古
選
』
と

比
較
す
る
に
十
分
な
量
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「妙
」
や

「
平
」
の

多
用
、
「佳
」
「
工
」
「雅
」
「力
」
「真
」
な
ど
、
『古
選
』
の
評
で
用
い
た
と
同

じ
用
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
見
て
と
れ
る
。

ま
た
評
語
の
書
き
方
も
た
と
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

さ
ゝ
浪
の
月
推
上
て
浦
涼
し
　
　
　
　
　
　
希
龍

湖
辺
佳
景
　
中
七
字
甚
有
力
　
　
　
　
　
（『幾
太
佐
可
那
』
巻
八
）

い
ひ
合
す
や
う
に
喰
や
む
蚕
か
な
　
　
　
　
一
和

可
謂
不
言
妙
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
は
な
筏
』
巻
二
）

長
恨
歌
う
た
ふ
局
や
は
る
の
雨
　
　
　
　
　
何
有

風
流
可
想
　
正
是
清
紫
之
徒
敷
　
　
　
　
　
　
　
（『七
晃
』
巻
五
）

『
古
選
』
の
そ
れ
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

辛
崎
の
松
は
花
よ
り
朧
に
て
　
　
　
　
　
　
芭
蕉

婉
麗
　
格
亦
高
絶

文
は
跡
に
桜
さ
し
出
す
使
か
な
　
　
　
　
　
其
角

目
下
佳
趣
　
人
還
不
能
言

春
の
海
終
日
の
た
リ
ノ
ヽ
哉
　
　
　
　
　
蕪
村

平
淡
而
逸

句
の
左
に
細
字
で
評
す
る
形
式
が

『古
選
』
の
方
式
を
受
け
継
い
で
い
る
以

上
に
、
そ
の
表
現
の
様
相
が
酷
似
し
て
い
る
。
『古
選
』
に
お
い
て
成
功
し
た
方

法
を
秀
吟
集
に
踏
襲
し
た
わ
け
で
あ
る
。

実
は
秀
吟
集
の
旬
に
評
註
を
付
す
る
の
は
味
山
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
蕪
村

没
後
夜
半
亭
を
継
承
し
た
几
董
も
月
並
句
合
に
判
詞
を
載
せ
る
場
合
が
し
ば
し

ば
で
あ

っ
た
。
哺
山

一
門
と
夜
半
亭

一
門
と
は
、
俳
系
の
上
で
も
ご
く
近
い
関

係
に
あ
り
、
俳
壇
的
に
も
近
し
い
あ
い
だ
柄
で
あ

っ
た
し
、
ま
た
俳
諸
に
対
す

る
考
え
方
も
そ
れ
ほ
ど
懸
隔
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
よ
う
な
方
式
の

（
と
い
っ
て
も

一
方
は
奉
納
集
、　
一
方
は
仲
間
の
う
ち
で
の
月
並
句
合
と
い
う

性
格
の
違
い
は
あ
る
が
）
秀
吟
集
を
試
み
て
い
て
も
奇
異
と
す
る
に
は
あ
た
ら

な
い
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
二
家
の
評
註
の
仕
方
に
は
い
く
つ

か
の
相
違
も
あ
る
。
そ
の
一
、
嘩
山
の
方
は
、
句
集
の
す
べ
て
で
な
く
、
ご
く

一
部
に
評
が
付
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
几
董
の
に
は
、
全
部
も
し
く
は
大
部
分

に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
二
、
哺
山
の
も
の
は
、
和
文
評
も
あ
る

と
は
い
え
大
部
分
が
漢
文
評
で
あ
る
の
に
対
し
、
几
董
の
は
、
大
部
分
が
平
仮



名
表
記
和
文
評
で
あ
り
、
漢
文
評
は
例
外
的
で
あ
る
。
そ
れ
も

「
雨
中
春
色
」

と
か

「
幽
艶
」
と
い
っ
た
も
の
が
多
く
、
厳
密
に
漢
文
と
い
え
る
の
は
ご
く
少

数
で
あ
る
。
そ
の
三
、
哺
山
の
も
の
は
、　
一
行
の
み
の
短
文
で
簡
潔
を
旨
と
す

る
の
に
対
し
、
几
董
の
は
、
数
行
に
わ
た
る
長
文
の
場
合
も
し
ば
し
ば
で
、
懇

切
丁
寧
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
几
董
の
句
評
の
用
語
や
表
記
な
ど
、
そ
の

態
度
は
お
お
む
ね
、
蕪
村
の
句
評
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
哺
山
の
も
の
と
几
董
の
も
の
と
は
別
個
に
考
え
た
方
が
よ
い
と
思
わ

れ
る
。
備
山
は
、
彼
独
自
の
趣
向
と
し
て

『古
選
』
の
経
験
を
秀
吟
集
に
生
か

し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
「古
選
』
の
哺
山
と
選
句
者
嘩
山
と
が
褒
貶
を
異
に
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
簡
単
に
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
俳
諮
師
嚇
山
と
し
て
は
両
方

一
貫
し
た
仕
事
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
漢
学
の
深
い
素
養
に

裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
他
の
俳
諸
師
と

一
線
を
画
す
る
、
嘘

山
の
最
大
の
特
徴
で
あ

っ
た
。

四

哺
山
社
友
編

『
発
句
手
引
卿
』
（哺
山
序
）
は
寛
政
十
二
年
自
序
、
小
本

一
冊

の
本
で
あ
る
。
そ
の
書
名
が
示
す
と
お
り
、
初
心
者
向
け
の
発
句
手
引
書
で
あ

る
。
序
文
と
、
総
論
と
も
い
う
べ
き
発
句
実
作
の
解
説
が
冒
頭
に
あ
る
。
本
文

は
上
五
文
字
之
部

。
中
七
文
字
之
部

・
下
五
文
字
之
部
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
語
句
を
列
挙
し
て
、
「初
心
の
た
よ
り
」
と
し
た
。

そ
の
序
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

物
の
始
に
は
み
な
則
り
を
も
て
道
す
く
事
、
古
く
よ
り
の
教
也
。
よ
つ
て

有
物
有
則
と
い
ふ
。
中
に
も
俳
諾
は
俗
語
を
も
て
体
と
す
れ
ば
、
入
る
事

易
し
。
さ
れ
ど
こ
れ
も
亦
則
に
よ
ら
ざ
れ
ば
暗
し
。
此
書
そ
こ
を
考

へ
、

初
心
の
道
じ
る
べ
た
ら
ん
詞
を
か
い
集
め
て
、
世
に
広
う
せ
ん
と
す
。
例

を
も
て
い
は
ば
、
詩
家
の

『円
機
活
法
』
『詩
語
砕
錦
』
、
和
歌
の

『
八
重

垣
』
詞
寄
セ
等
に
同
じ
。
初
心
の
人
之
に
依
て
入
も
て
行
か
ば
、
漸
次
に

浅
き
よ
り
深
き
に
歩
み
、
中
よ
り
種
々
の
徴
妙
も
顕
れ
来
り
て
、
我
知
ず

楽
ミ
尽
せ
ざ
る
場
に
も
至
る
べ
し
。
こ
れ
を
法
よ
り
入
て
法
の
外
に
出
、

外
に
出
て
法
を
離
る
る
に
非
ざ
る
の
妙
所
と
い
ふ
。
見
む
人
こ
ゝ
に
工
を

擬
し
、
さ
は
作
者
の
意
に
も
背
ず
、
は
た
生
涯
の
楽
と
も
成
な
ん
と
、
社

友
某
の
乞
ふ
に
応
じ
、
強
て
之
を
草
す
。
は
た
作
者
の
意
に
あ
ふ
や
あ
は

ず
や
、
そ
れ
も
知
ら
ず
。
は
て
ま
ゝ
の
皮
よ
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
漢
詩
実
作
の
手
引
書

『円
機
活
法
』
『詩
語
砕
錦
』
、
あ
る

い
は
和
歌
実
作
の
手
引
書

『和
歌
八
重
垣
』
の
俳
諸
版
と
も
い
う
べ
き
も
の
を

目
ざ
し
て
、
こ
の
本
は
編
集
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
う
ち

『円
機
活
法
』
は
中
国
明
時
代
に
編
集
さ
れ
た
周
知
の
詩
作
実
用

書
で
あ
り
、
■
本
で
も
江
戸
時
代
大
い
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
ま
た

『詩
語
砕
錦
』
は
永
田
観
鵞
編
、
明
和
五
年
刊
、
小
本

一
冊
の
書
で
、

詩
題
に
適
合
す
る
五
言
も
し
く
は
七
言
の
語
句
を
列
挙
し
た
も
の
で
、
初
心
者

の
作
詩
の
便
に
供
し
た
書
で
あ
る
。
そ
の
序
文
に
言
う
、
「今

就
け題
．選
レ辞
、

臆

列

（並
べ
る
こ
と
）
備
二緩

急
「
蒙

士

（無
知
の
人
。
こ
こ
で
は
未
熟
の

人
の
意
）
得

之̈
、
猶
レ
入
二波

斯

卑
こ
と
。
「波
斯
肇
」
と
は
、
そ
の
音
唐
の

都
長
安
で
華
麗
な
ベ
ル
シ
ア
紋
緞
を
売

っ
た
店
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
に
導

び
か
れ
て
こ
と
ば
を
選
び
詩
を
作
れ
ば
、
未
熟
な
初
心
者
と
い
え
ど
も
た
ち
ど

こ
ろ
に
、
豪
華
な
ベ
ル
シ
ア
紋
緞
が
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
見
事
な
詩
を

も
の
に
で
き
る
と
い
う
。
詩
作
を
志
す
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
文
句
で
は
な
い

か
。
看
板
ど
お
り
の
実
効
を
発
揮
し
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
次
に
掲



げ
る
、
本
居
宣
長
の

『
玉
勝
間
』
巻
四
の
な
か
の

「初
学
の
詩
つ
く
る
べ
き
や

う
を
教
へ
た
る
説
」
と
い
う
文
章
は
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

ち
か
き
こ
ろ
あ
る
じ
ゆ
し
や
の
書
る
物
を
見
れ
ば
、
初
学
の
輩
の
、
か
ら

歌
を
作
る
べ
き
さ
ま
を
教
へ
た
る
中
に
い
へ
る
や
う
、

「所
詮
作
り
な
ら

ひ
に
、
二
三
百
も
つ
く
る
間
の
詩
は
、
社
外
の
人
に
示
す
べ
き
に
も
あ
ら

ず
、
後
に
詩
集
に
収
録
す
べ
き
に
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
古
人
の
詩
を
、
遠
慮

な
く
剰
痛
し
て
、
作
り
お
ぼ
え
、
な
ほ
具
足
し
が
た
く
は
、

『唐
詩
礎
』

『
明
詩
礎
』
『
詩
語
砕
錦
』
な
ど
や
う
の
物
に
て
、
補
綴
し
て
、
こ
し
ら
ゆ

る
が
よ
き
也
」
と
い
へ
る
は
、
ま
こ
と
に
よ
き
を
し
へ
ざ
ま
也
。

日
本
思
想
大
系

『本
居
宣
長
』
の
頭
注
に
よ
る
と
、

「あ
る
じ
ゆ
し
や
の
書
る

物
」
と
は
京
都
の
儒
者
江
村
北
海
の

『授
業
編
』
七
（天
明
六
年
刊
）
で
あ
る
と

い
う
。
宣
長
は
そ
の
な
か
か
ら

「詩
学
第
三
則
」
の
一
節
を
引
い
て
、
「ま
こ
と

に
よ
き
を
し
へ
ざ
ま
也
」
と
い
う
。
　
こ
れ
は
、
「漢
意
」
を
極
度
に
排
し
た
は

ず
の
宣
長
が
漢
詩
実
作
の
勧
め
を
説
い
て
い
る
点
で
興
味
深
い
一
節
で
あ
る
が
、

本
稿
の
主
題
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
詩
作
上
達
の
要

点
は

「瓢
病
」
に
あ
る
と
す
る
こ
と
と
、
第
二
に
、
そ
の
参
考
書
に
、
嘩
山
が

範
を
求
め
た
と
同
じ

『
詩
語
砕
錦
』
を
推
挙
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第

一
の
点

に
つ
い
て
は
、
こ
の
手
法
は
中
興
期
俳
譜
に
も
通
用
す
る
も
の
だ
ろ
う
こ
と
を
、

第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
多
く
の
漢
詩
の
初
心
者
向
け
手
引
書
が
出
版
さ

れ
た
な
か
で
こ
の
本
が
特
に
珍
重
さ
れ
だ
ろ
う
こ
と
を
、
う
か
が
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
。

次
に

『和
歌
八
重
垣
』
、
こ
れ
は
有
賀
長
伯
編
、
小
本
七
冊
、
元
禄
十
三
年
序

の
本
で
あ
る
が
、
後
ま
で
幾
度
も
重
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
七
冊
の
う
ち
、

は
じ
め
の
三
巻
は
和
歌
の
歴
史
、
会
席
の
作
法
、
和
歌
の
病
、
題
の
よ
み
方
な

ど
の
知
識
を
与
え
よ
う
と
し
た
も
の
、
四
巻
以
降
は

「も
ろ
も
ろ
の
詞
を
部
類

し
て
註
釈
を
く
は
」
え
た

（序
文
）
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
巻
以
下
が

『
発
句

手
引
卿
』
の
見
本
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
初
心
者
が
和
歌
を
詠
む
際

の
心
得
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

と
か
く
初
心
者
の
程
は
、
上
下
に
つ
く
り
か
へ
て
も
、
い
づ
れ
を
よ
し
い

づ
れ
を
あ
し
ヽ
と
も
わ
き
ま
へ
が
た
し
。
所
詮
歌
か
ず
を
読
て
つ
く
り
な

ら
ひ
、
又
は
古
歌
の
句
づ
く
り
を
心
に
あ
ま
な
ふ
べ
し
。

『発
句
手
引
卿
』
で
は
、
こ
の
本
の
効
用
に
つ
い
て
、　
序
文
の
あ
と
に
次
の

よ
う
に
い
う
。

た
と
へ
天
ざ
か
る
部
の
む
く
つ
け
男
、
株
か
る
童
の
、
此
道
夢
に
だ
に
し

ら
ぬ
族
も
、
此
書
に
よ
り
て
、
上
五
文
字

。
中
七
文
字

・
下
の
五
文
字
を

つ
づ
り
な
ら
ぶ
る
時
は
、
発
句
の
姿
、
た
ち
ま
ち
と
と
の
ふ
べ
し
。

以
上
挙
げ
た
実
作
書
、
『発
句
手
引
卿
』
お
よ
び
そ
れ
が
手
本
と
し
た
詩
歌
の

実
作
指
南
書
に
共
通
す
る

「創
作
の
す
す
め
」
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
、
巧
拙
は
と
わ
ず
、
と
も
か
く
沢
山
作
る
こ
と
、
そ
の
二
、

古
人
の
作
の
一
部
を
拝
借
し
て
く
る
か
、
既
成
の
こ
と
ば
を
組
み
合
わ
せ
る
か
、

い
ず
れ
に
し
て
も
表
現
の
独
創
性
を
、
少
く
と
も
初
学
者
は
追
求
す
る
必
要
が

な
い
こ
と
、
そ
の
三
、
し
た
が

っ
て
、
創
作
と
は
何
ら
む
つ
か
し
い
こ
と
で
な

く
、
簡
単
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
込
む
こ
と
、
な
ど
で
あ
ろ
う
。
『詩
語
砕
錦
』

『和
歌
八
重
垣
』
そ
し
て

『発
句
手
引
岬
』
の
三
書
が
い
ず
れ
も
小
本
仕
立
で

あ

っ
た
と
い
う
本
の
形
態
上
の
共
通
性
は
こ
れ
ら
性
格
上
の
共
通
性
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

五

で
は
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
早
く
沢
山
の
発
句
が
作
れ
る
と
い
う
の

だ
ろ
う
か
。
『発
句
手
引
岬
』
は
誰
に
で
も
で
き
る
句
作
へ
と
懇
切
丁
寧
に
導
い



て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
う
で
あ
る
。

た
と
へ
ば
、
「鶯
」
と
い
ふ
題
を
得
る
時
、
上
の
五
文
字
に

「鶯
や
」
と
置

て
、
中
の
七
文
字

。
下
の
五
文
字
を
、
見
合
せ
つ
ゞ
る
べ
し
。
「時
鳥
」と

い
ふ
題
な
ら
ば
、
上
の
五
文
字
に
置
か
、
又
は
下
の
五
文
字
に

「
ほ
と
ヽ

ぎ
す
」
と
置
て
、
中
の
七
文
字
と
、
上
下
の
か
け
合
を
案
べ
し
。

さ
ら
に

「鴛
や
国
栖
の
翁
の
笛
の
弟
子
」
と
い
う
貞
室
の
句
を
例
句
と
し
て
、

発
旬
に
必
要
な
三
つ
の
条
件
を
解
説
す
る
。

「う
ぐ
い
す
」
は
題
な
り
。
「国
栖
の
翁
」
は
見
付
た
る
処
也
。
「翁
の
笛

の
弟
子
」
と
い
ふ
処
作
者
の
は
た
ら
き
也
。
五

・
七

・
五
の
内
を
、
題
と

見
付
処
と
扱
は
た
ら
き
と
な
り
。

五

・
七

・
五
各
句
の
こ
と
ば
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は

「題
」
と

「見
付
処
」
と
「
は

た
ら
き
」
の
三
点
で
あ
る
と
教
え
て
く
れ
る
。

「題
」
は
既
に
あ
る
。

「見
付

処
」
と

「
は
た
ら
き
」
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば
を
選
び
出
せ
ば
、　
一
句
で
き
あ

が
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
教
え
に
従

っ
て
わ
た
く
し
も
句
作
を
試
み
て
み
よ
う
。

鶯
や
め
で
た
き
や
ど
の
ま
く
ら
も
と

時
鳥
客
も
主
人
も
戸
を
ひ
ら
く

上
手
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
は
、
も
ち
ろ
ん
な
い
。
む
し
ろ
駄
作
の
見
本
で
あ

る
。
哺
山
翁
の
も
と
に
投
稿
し
て
も
、　
一
顧
だ
に
さ
れ
ず
打
ち
捨
て
ら
れ
る
も

の
と
確
信
す
る
。
い
ま
大
事
な
の
は
傑
作
を
作
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の

試
作
に
用
い
た
こ
と
ば
は
い
ず
れ
も

『発
句
手
引
卿
』
か
ら
拾

っ
た
も
の
で
あ

る
。
大
事
な
の
は
、
こ
の
書
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
繰
れ
ば
、
ほ
ん
の
数
分
で
、

駄
句
で
あ
ろ
う
が
、　
一
応
発
句
の
形
に
は
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
翁
発
句
の

姿
、
た
ち
ま
ち
と
と
の
ふ
べ
し
し
。
「鷲
」
を
題
と
す
れ
ば
、
さ
し
づ
め

「
ま
く

ら
も
と
」
が
見
付
処
、

「
め
で
た
き
や
ど
の
」
が
は
た
ら
き
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
か
。
あ
る
い
は

「時
鳥
」
が
題
、
「客
も
主
人
」
が
見
付
処
、
「戸
を
ひ
ら

く
」
が
は
た
ら
き
と
い
え
よ
う
。
実
作
の
全
く
経
験
の
な
い
も
の
で
も
、
こ
の

書
に
よ
れ
ば
、
十
七
音
の
文
字
を
と
も
か
く
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
本
を
企
画
し
た
意
図
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か
。
序
文
は
只
編
者

で
あ
る
）
社
友
某
の
乞
ふ
に
応
じ
」
て
草
し
た
も
の
だ

っ
た
。
哺
山
社
中
に
何

が
し
か
の
必
要
性
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
編
集
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

哺
山
あ
る
い
は
そ
の
後
継
者
が
か
か
わ

っ
た
多
く
の
秀
吟
集
へ
の
投
稿
者
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
素
人
作
者
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
寛
政
初
年
頃
の
秀
吟
集

に
見
え
る
人
名
は
、
た
と
え
ば

『幾
太
佐
可
那
』
で
七
十
三
人
、
「
は
な
筏
」
で

百
四
十
三
人
、
『花
角
抵
」
で
は
百
五
十
四
人
の
多
き
に
の
ぼ
る
。
ま
た

一
つ
の

催
し
に
、
通
常
数
千
句
、
『蔵
の
錦
」
で
は
二
万
句
の
投
稿
が
あ

っ
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
投
句
者
の
す
べ
て
が
練
達
の
俳
人
だ

っ
た
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
ご

く
初
歩
の
人
か
ら
熟
達
の
士
に
至
る
ま
で
等
し
く
投
句
す
る
余
地
が
あ

っ
た
か

ら
こ
そ
、
秀
吟
集
が
度
々
発
企
さ
れ
、
都
市
は
も
ち
ろ
ん
、
地
方
で
も
、
盛
ん

に
行
わ
れ
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
か
く
も
盛
ん
に
な
る
と
、
初
心
者
に
も
簡
単

に
句
が
作
れ
る
よ
う
な
手
引
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

『発
句
手
引
岬
』
は
そ
の
よ
う
な
要
請
の
も
と
に
編
集
さ
れ
た
、
近
世
版
は
う

。
つ
う
も
の
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
こ
の
本
が

『発
句
手
引
卿
』
―
―
発
句
製
作
の
み
を
対
象
に
し
た
指

南
書
で
あ

っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
精
査
に
及
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、
貞

門
派
時
代
の

『
御
傘
』
『初
学
抄
』
『
は
な
ひ
草
』
『世
話
焼
草
」
、
あ
る
い
は
少

し
時
代
が
下

っ
て

『類
船
集
』
『小
傘
』
『番
匠
童
』
「を
だ
ま
き
綱
目
』
な
ど
、

こ
と
ご
と
く
連
句
の
た
め
の
作
法
書

・
式
日
で
あ
り
、
あ
る
い
は
付
合
用
語
辞

典
で
あ

っ
た
。
蕉
風
以
後
を
見
て
も
、
『古
今
抄
』
『芭
蕉
翁
十
五
ケ
条
』
や
、

中
興
期
の

『附
合
小
鏡
』

『附
合
手
引
蔓
』
な
ど
、
圧
倒
的
に
連
句
の
た
め
の



指
南
書
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
発
旬
に
つ
い
て
触
れ
て
な
い
で
は
な
い
が
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で
連
句
の
冒
頭
の
大
切
な

一
句
と
し
て
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
風

悟
編

『
正
風
発
句
大
概
』
（天
明
六
年
刊
）
、
蓼
太
編

『発
句
小
鏡
只
天
明
七
年

刊
）
が
発
句
の
み
を
対
象
と
し
た
早
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
美
濃
派
の
書
、

後
者
は
江
戸
蕉
門
の
も
の
で
あ
る
。
京
都
に
お
け
る
も
の
と
し
て
は
、

『
発
句

手
引
卿
』
が
最
も
早
い
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
掲
杜
回
の

『翁
草
』
の
な
か
に
、
以
前
は
前
句
付
な
ど
の
奉
納
集
が
盛
ん
だ

っ
た
の
に
対

し
、
今
は
発
句
寄
の
奉
納
句
集
が
は
や
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
、
発

句
の
み
を
対
象
と
す
る
手
引
書
の
出
現
は
ま
さ
し
く
対
応
す
る
現
象
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

六

と
こ
ろ
で
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末

。
明
治
初
期
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
月
並

句
合
が
江
戸

。
上
方

。
名
古
屋
ほ
か
全
国
的
に
盛
行
を
極
め
た
実
態
が
、
近
年

の
研
究
で
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
月
並
句
合
の
流
行
の
た
め
に
は
大

衆
の
動
員
が
必
要
で
あ

っ
た
。
近
世
後
期
に
類
題
発
句
集
が
頻
繁
に
出
版
さ
れ

る
背
景
に
は
月
並
句
合
に
参
加
す
る
素
人
俳
人
の
大
量
の
輩
出
が
あ

っ
た
こ
と

が
、
桜
井
武
次
郎
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
桜
井
氏
は
そ
の
事
情
を
、

「上
方
の
月
並
句
合
」
翁
連
歌
俳
諸
研
究
』
第
五
十
三
号

一
九
七
八
年
八
月
）

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
考
察
す
る
。

…
…
た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
陸
続
と
編
ま
れ
る
類
題
句
集
が
、
月
並
句
合

に
参
加
し
よ
う
と
す
る
多
数
の
人
た
ち
に
争

っ
て
買
わ
れ
た
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
多
数
の
庶
民
が
月
並
句
合
に
参
加
出
来
た
と
い
う

こ
と
、
つ
ま
り
、
何
と
か
発
句
ら
し
い
も
の
を
作
る
こ
と
が
出
来
た
と
い

う
こ
と
の
背
景
に
は
、
参
考
書
と
し
て
類
題
句
集
の
果
た
し
た
役
割
が
大

き
い
だ
ろ
う
。
こ
の
類
題
句
集
が
月
並
句
合
の
宗
匠
に
よ
っ
て
多
く
編
ま

れ
る
の
も
当
然
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
俳
諾
中
興
運
動
の
大
き
な
礎
と
な

っ
た
と
さ
れ
る

『
古
選
』

や

『新
選
』
す
ら
、

「月
並
句
会
開
催
と
、
そ
の
参
考
書
あ
る
い
は
勉
強
の
テ

キ
ス
ト
」
と
し
て
の
編
集
意
図
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
説
か
れ
て
い
る
。

囁
山
の
頭
初
の
意
図
が
何
で
あ
れ
、
結
果
的
に
そ
の
よ
う
な
利
用
の
さ
れ
方
が

あ

っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
「古
選
』
の
後
刷
本
の
多
さ
は
そ
の
こ
と

を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

哺
山

一
門
を
挙
げ
て
十
年
以
上
も
費
し
て
編
集
し
た
と
さ
れ
る
『俳
諸
独
喰
』

（寛
政
十
二
年
刊
）
も
そ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
一
大
選
集
で
あ
る
。
　
こ
の

本
も
や
は
り
小
本
仕
立
で
五
冊
か
ら
な
る
。
本
書
に
関
す
る
唯

一
の
論
文
、
金

子
和
子
氏

「哺
山
編

『俳
諸
独
喰
』
の
研
究
」
（『高
知
女
子
大
国
文
』
第
四
号

一
九
六
八
年
）
に
は
、
「
独
喰
』
は
主
と
し
て
哺
山
門
流
の
撰
句
集
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で
の

『古
選
』
『新
選
』
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
し
て
い
る
」
と
い
う
。

確
か
に
、
古
俳
人
中
心
の

『
古
選
』
、　
ま
た
同
時
代
の
他
門
の
俳
人
に
も
広
く

及
ぶ

『新
選
』
と
は
異
り
、
「独
喰
』
は
自
間
中
心
（古
俳
人
や
他
門
に
も
若
千

及
ん
で
は
い
る
が
少
数
で
あ
る
）
の
撰
集
で
あ

っ
た
。
し
か
し

『
古
選
」
や
『新

選
』
が
類
題
句
集
的
な
性
格
を
有
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
明
ら
か
に

『
独
喰
』

も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
に
は

一
つ
の
趣
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
旬
の
眼
目
た
る
べ
き
箇
所
に

圏
点
を
施
す
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
凡
例
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
、　
ヽ
ヽ

　ヽ
　
　
ヤ
ヽ
佳
ナ
ル
物

一
、　
ヽ
ヽ
ｏ
ｏ
　
　
一
段
高
キ
物

一
、　
０
０
０　
　
　
超
群
ナ
ル
物

一
、　
Ｏ
Ｏ
０
０
０
　
絶
妙
ナ
ル
物



こ
れ
は
む
ろ
ん
一
句
の
表
現
の
特
長
を
符
号
に
よ
っ
て
指
摘
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
が
、
読
者

（
お
そ
ら
く
は
実
作
者
）
は
句
作
の
際
に
表
現
の
工
夫
の
手

掛
り
と
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
素
人
俳
人
の
参
考
書
と
十
分
に
な

り
う
る
本
で
あ
る
。

翻

っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
趣
向
は
哺
山
に
と

っ
て
必
ず
し
も
新
し
い
と
は
い
え

な
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
、
「古
選
」
に
お
い
て

「寓
意
微
妙
」

と
か

「語
極
精
工
」
な
ど
と
評
し
た
も
の
の
別
の
評
し
方
と
見
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
伴
高
曖
は
序
文
の
な
か
で

「
こ
れ
よ
り
さ
き
の
撰
ど
も

ヽ
あ
り
て
、
評
語
は
か
ら
ぶ
り
も
て
書
給
へ
る
を
、
こ
た
び
は
ま
た
批
点

・
圏

点
を
附
し
て
其
麗
語
佳
境
を
し
ら
し
む
と
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
「さ
き
の
撰

ど
も
（複
数
ご

と
は
、
『古
選
』
だ
け
で
な
く

『
は
な
筏
』
な
ど
の
評
註
入
り
秀

吟
集
を
も
含
め
て
い
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
評
註
と
同
様
の
目
的
を

も

っ
た
も
の
が
こ
の
批
点
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
、　
一
般
に
漢
詩
漢
文

で
秀
逸
な
字
句
に
施
す
批
点
の
、
俳
譜
へ
の
援
用
に
は
か
な
ら
な
い
。
こ
の
こ

と
が

『
独
喰
』
と
他
の
類
題
句
集
と

一
線
を
画
す
る
大
き
な
特
徴
に
な
っ
て
い

る
と
す
る
と
、
哺
山
は
自
己
の
漢
学
者
と
し
て
の
側
面
を
極
め
て
有
効
に
生
か

し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

『
独
喰
』
の
出
版
さ
れ
た
寛
政
十
二
年
は

『発
句
手
引
卿
』
の
出
た
年
で
も

あ
る
。
こ
の
年
は
ま
た
、
奉
納
秀
吟
集

『
七
化
』
の
ほ
か
、
月
並
句
合

『
玉
静

集
』
も
刊
行
さ
れ
た
。
当
年
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
頻
繁
に
企
画
さ
れ

る
秀
吟
集
と
そ
れ
に
つ
れ
て
増
大
す
る
俳
諸
人
口

（素
人
俳
諸
者
）
の
需
要
に

対
す
る
、
二
種
類
の
対
応
の
仕
方
を
示
し
た
も
の
、
そ
れ
が

『独
喰
』
と

『
手

引
卿
』
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
「独
喰
』が
発
句
製

作
の
学
習
参
考
書
と
し
て
の
具
体
例
の
膨
大
な

（
三
千
五
百
余
句
）
列
挙
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
『手
引
卿
』
は
実
作
現
場
へ
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
ば
の
簡
便
な

陳
列
で
あ
る
。

こ
う
し
た
参
考
書
の
出
現
が
江
戸
後
期
の
大
衆
的
な
月
並
句
合
の
流
行
を
う

み
だ
す

一
つ
の
要
因
と
な

っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
俳
諧
人
日
の
量
的

増
大
と
俳
諸
の
大
量
生
産
が
、
即
文
学
的
水
準
の
高
揚
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら

な
い
。
十
九
世
紀
日
本
の
俳
文
学
の
大
量
生
産
は
、
文
学
の
大
衆
化
と
呼
ぶ
よ

り
も
、
カ
ル
チ
ュ
ア
・
セ
ン
タ
ー
の
ご
と
き
文
化
現
象
―
―
文
化
の
大
衆
化
と

い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。
た
っ
た
十
七
文
字
で
文
学
的
な
思
い
を
語
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
世
界
的
に
も
類
を
見
な
い
俳
諧
の
困
難
は
、
ほ
ん

の
十
七
文
字
で
一
と
お
り
の
文
学
的
趣
味
を
満
足
せ
し
め
る
と
い
う
安
直
に
す

り
替
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
安
直
を
積
極
的
に
提
供
し
た
の
が
た

と
え
ば

『手
引
卿
』
で
あ
り
、
生
産
さ
れ
た
も
の
を
発
表
す
る
機
会
が
月
並
句

合
で
あ
り
奉
納
秀
吟
集
で
あ

っ
た
。
そ
の
下
地
を
作

っ
た
有
力
な

一
人
が
哺
山

で
あ

っ
た
。

『
発
句
手
引
岬
』
に
再
び
も
ど

っ
て
み
よ
う
。
そ
の
な
か
に
並
べ
ら
れ
た
こ

と
ば
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。
た
と
え
ば
、
上
五
文
字
之
部
に
は

「
い

と
ま
な
き
」
「す
ぢ
か
ひ
に
」、
中
七
文
字
之
部
に
は

「
か
ご
と
が
ま
し
く
Ｌ
竹

三
竿
に
」
「
よ
そ
め
な
が
ら
に
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
、
ま
た
下
五
文
字
之
部
に
は

「小
家
が
ち
」
「小
で
う
ち
ん
」
「夜
半
の
間
」
な
ど
の
こ
と
ば
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
ば
は
、
「
い
と
ま
な
き
身
に
く
れ
か
か
る
か
や
り
哉
」
「
ほ
と
ヽ

ぎ
す
平
安
城
を
筋
違
に
」
（上
五
と
下
五
の
違
い
は
あ
る
が
）
「虫
売
の
か
ご
と

が
ま
し
き
朝
寝
哉
」

「や
ぶ
い
り
や
余
所
目
な
が
ら
の
愛
宕
山
」
な
ど
、
あ
る

い
は

「鶯
の
あ
ち
こ
ち
と
す
る
や
小
家
が
ち
」

「鮎
く
れ
て
よ
ら
で
過
行
夜
半

の
問
」
な
ど
、
即
座
に
蕪
村
の
名
句
を
想
起
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
語
句
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
た
句
を
秀
吟
集
の
な
か
に
見
出
だ
す

こ
と
は
、
そ
の
全
て
を
精
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
稀
な
こ
と
で
あ
る
。
そ



れ
で
も
、
「筋
違
に
下
る
ひ
ば
り
や
淀
堤
／

一
浦
」
や

「夕
が
は
や
奈
良
の
五
条

も
小
家
勝
／
雨
稲
」
（
い
ず
れ
も

『
玉
川
句
集
し

の
よ
う
に
同
じ
措
辞
を
用
い

た
句
が
拾
い
だ
せ
る
。
ま
た

『
手
引
卿
』
の
語
句
と
は
共
通
し
な
く
と
も
、
い

わ
ゆ
る
蕪
村
的
と
さ
れ
る
措
辞
を
含
む
句
を
秀
吟
集
に
見
出
だ
す
こ
と
も
で
き

る
。
た
と
え
ば
、

「蝸
牛
の
夫
婦
が
井
ぶ
家
二
軒
／
朱
扇
」
貧
玉
川
句
集
し

の
措
辞
は
蕪
村
の

「
五
月
雨
や
大
河
を
前
に
家
二
軒
」
を
、

「冬
の
月
骨
髄
寒

し
松
の
声
／
呑
舟
」
合
花
角
抵
し

は
几
董
の

「冬
木
だ
ち
月
骨
髄
に
入
夜
哉
」

合
も
ヽ
す
も
ヽ
し
を
、
ま
た

「梅
む
き
や
美
人
の
眉
に
餓
二
つ
／
輸
成
」
合
花

の
杖
し
は
蕪
村
の

「青
梅
に
眉
あ
つ
め
た
る
美
人
哉
」
を
、
す
ぐ
に
想
起
せ
し

め
る
。
哺
山
た
ち
が
初
心
者
用
に
選
ん
だ
こ
と
ば
お
よ
び
秀
吟
集
に
実
際
に
使
用
さ

れ
た
こ
と
ば
と
、
蕪
村
が
用
い
た
こ
と
ば

（蕪
村
的
と
い
わ
れ
る
措
辞
）
と
が

必
ず
し
も
縁
遠
い
も
の
で
は
な
い
か
っ
た
。
し
か
し
選
ば
れ
た
こ
と
ば
の
親
近

性
と
、
そ
れ
を
用
い
て
う
み
だ
さ
れ
た
作
品
の
質
的
高
さ
と
は
別
物
で
あ
る
。

高
度
な
文
学
と
な
り
お
お
せ
て
い
る
も
の
と
単
な
る
文
化
現
象
の
断
片
へ
と
埋

没
し
か
ね
な
い
も
の
と
の
差
で
あ
る
。
そ
こ
が
最
大
の
問
題
点
で
あ
ろ
う
。

哺
山
と
蕪
村
は
京
都
に
お
け
る
中
興
俳
諸
運
動
の
大
き
な
荷
い
手
で
あ

っ
た
。

そ
の
運
動
は
、
俳
諸
史
上
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
抒
情
文
学
史
上
に
特

筆
す
べ
き
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
彼
ら
は
い
ず
れ
も
多
か
れ
少
な
か
れ
秀

吟
集
に
携
わ

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
成
果
の
一
般
化
な
い
し
拡
大
を
企

図
し
て
の
も
の
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
目
論
見
は
、
俳
諾
人
日
の
増

大
と
俳
諧
の
庶
民
化
と
い
う
成
功
と
ひ
き
替
え
に
、
文
学
的
営
み
の
文
化
現
象

へ
の
転
落
を
も
た
ら
し
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
宅
哺
山
は
、
漢
学
者
と
し
て
の
特
質
を
俳
諸
活
動
に
生
か
し
て
、
中
興
俳

諸
を
高
ら
か
に
推
進
し
、
と
同
時
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
素
人
俳
人
の
要
請
に
応

え
る
か
の
よ
う
に
啓
蒙
的
役
割
を
積
極
的
に
果
し
た
。
あ
る
い
は
そ
の
中
興
俳

諸
運
動
自
体
に
、
同
じ
京
都
の
中
興
運
動
の
も
う

一
方
の
旗
頭
で
あ
る
蝶
夢
に

お
い
て
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
啓
蒙
性
が
内
包
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
本
稿
冒
頭
に
仮
に
区
別
し
て
掲
げ
た
嘩
山
の

四
つ
の
側
面
は
、
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
さ
し
か
か
る
上
方
俳
壇
に
生
き
た
俳

諧
師
と
し
て
、
見
事
に
象
徴
的
に
統
合
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（付
記
〕

本
稿
は
、　
一
九
八
二
年
度
俳
文
学
会
第
三
十
四
回
全
国
大
会

（於
松
山
市
子

規
記
念
博
物
館
）
に
お
け
る
日
頭
発
表
の
一
部
を
も
と
に
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
資
料
の
関
覧
・
複
写
に
関
し
て
、
蔵
尚
之
・
田
中
道
雄
・
桜
井
武
次
郎
・
上

野
洋
三
‥
水
井
一
彰
の
各
氏
よ
り
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
、
謝
意
を
表
す
る
。


